
Ⅱ─第四章　　194195　　三山時代の内情

築
技
術
者
な
ど
、
高
麗
の
多
様
な
職
能
集
団
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、「
サ
ト
」
の
音
を
含
む
王
名
の
問
題
が
、
渡
来
者
集
団
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
一
三
九
四
年
の
記
事
に
、
中
山
王
・
察
度
が
朝
鮮
に
対
し
て
亡
命
し
た
山
南
王
子
・
承
察

度
の
送
還
を
求
め
る
記
事
が
あ
り
、
一
三
九
八
年
の
記
事
に
は
中
山
王
に
追
わ
れ
た
山
南
王
・
温
沙
道
が
朝
鮮
で
寓

居
し
、
そ
の
年
に
没
し
た
と
あ
る
。
一
三
九
二
年
に
高
麗
か
ら
朝
鮮
に
王
朝
が
交
替
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
直

後
に
朝
鮮
半
島
に
亡
命
す
る
、
ま
た
朝
鮮
半
島
に
送
還
を
求
め
る
と
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。
な
ぜ
山
南
王
や
山
南
王
子
は
亡
命
先
に
朝
鮮
を
選
ん
だ
の
か
、
な
ぜ
中
山
王
は
朝
鮮
王
朝
に
対
し
て
亡
命

者
の
送
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る◉

55

。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
中
山
王
・
察
度
、
山
南
王
子
・
承
察
度
、
山
南
王
・
温
沙
道
の
「
察
度
」「
沙

道
」
と
い
う
名
称
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
登
場
す
る
亡
命
し
た
者
、
そ
の
送
還
を
求
め

た
者
の
名
前
の
い
ず
れ
も
が
「
サ
ト
」
と
い
う
音
を
含
ん
で
い
る
。
ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
名
前
を
持
つ
王
が
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
記
事
で
は
い
ず
れ
も
「
サ
ト
」
を
名
前
に
含
む
王
た
ち
な
の
で
あ
る
。

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
一
三
九
四
年
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
中
山
王
・
察
度
が
朝
鮮
に
使
者
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
目
的
は
、
礼
物
を
捧
げ
る
こ
と
、
朝
鮮
被
虜
人
男
女
十
二
名
を
朝
鮮
に
送
還
さ
せ
る
こ
と
、
朝
鮮
に
亡
命
中
の

山
南
王
子
・
承
察
度
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
く
一
三
九
四
年
の
『
明
実
録
』
の
記
事

に
、
山
南
王
・
承
察
度
が
明
に
進
貢
の
使
者
を
送
っ
た
と
あ
る
。
双
方
に
記
録
さ
れ
る
「
承
察
度
」
が
同
一
人
物
と
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一
　「
察
度
」
と
い
う
名
前

前
章
で
は
、
い
く
つ
か
の
仮
定
を
置
く
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
英
祖
王
統
と
は
伊
祖
グ
ス
ク
を
拠
点
と
し
て
い
た

地
方
的
な
有
力
者
で
あ
り
、
そ
の
後
、
玉
城
グ
ス
ク
に
拠
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た
。
で
は
、
浦
添
グ
ス
ク

を
造
営
し
た
の
は
誰
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、
そ
れ
は
沖
縄
島
に
渡
来
し
た
新
参
の
勢
力
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
浦
添
よ
う
ど
れ
や
浦
添
グ
ス
ク
に
高
麗
系
瓦
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
浦
添
よ
う
ど
れ
の

「
癸
酉
年
高
麗
瓦
匠
造
」
の
銘
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
高
麗
か
ら
の
瓦
工
の
渡
来
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
高

麗
系
の
瓦
は
、
単
に
屋
根
に
の
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
建
物
を
建
造
す
る
時
か
ら
瓦
を
の
せ
る
こ
と

を
計
算
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
指
摘
を
考
え
れ
ば
（
高
、
二
〇
〇
二
）、
渡
来
し
た
人
び
と
の
中
に
は
建
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の
反
政
府
的
な
勢
力
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
高
麗
か
ら
朝
鮮
王
朝
に
交
替
し
た
後
に
朝
鮮
に
亡
命
し
、
ま
た
朝
鮮
に
、

そ
の
送
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
れ
ば
辻
褄
が
合
う
。

こ
こ
ま
で
み
て
く
る
と
、
浦
添
グ
ス
ク
の
造
営
を
主
導
し
た
の
は
高
麗
の
人
び
と
を
含
む
勢
力
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
浦
添
よ
う
ど
れ
を
造
営
し
、
そ
の
中
に
眠
る
有
力
者
も
、
そ
う
し
た
勢
力
を
率
い
る
指
導
者
で
あ
る
可
能
性

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
や
が
て
中
山
王
の
王
統
と
し
て
正
史
に
記
さ
れ
る
察
度
に
繫
が
っ
て
い
く
有

力
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
高
麗
系
瓦
が
使
用
さ
れ
る
城
塞
型
の
大
型
グ
ス
ク
は
、
浦
添
グ
ス
ク
の
ほ
か
に
首
里
城
、
勝
連
グ
ス
ク

（
一
の
郭
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
グ
ス
ク
も
同
一
の
勢
力
、
あ
る
い
は
そ
の
流
れ
を
汲
む
勢
力
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
城
と
支
城
と
い
う
関
係
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
察
度
王
統
の
居
城
を
浦

添
グ
ス
ク
と
限
定
的
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
首
里
城
の
造
営
が
始
ま
る
の
は
十
三
世
紀
末
〜
十
四
世
紀
初
で

あ
り
、
察
度
王
が
即
位
す
る
一
三
五
〇
年
頃
に
は
高
麗
系
瓦
を
使
用
し
た
瓦
葺
の
建
物
が
つ
く
ら
れ
て
い
る◉

55

。

十
四
世
紀
代
は
城
塞
型
の
大
型
グ
ス
ク
が
一
斉
に
造
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
的
発
展
の

結
果
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
渡
来
者
を
含
む
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
こ
と
は
す
で
に

述
べ
た
。
十
四
世
紀
代
に
活
発
化
す
る
南
島
路
も
、
こ
の
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

琉
球
の
対
外
交
流
の
問
題
を
考
え
る
時
に
は
、
中
国
や
日
本
な
ど
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
る
が
、
朝
鮮
半
島
と
の

関
係
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら
外
間
守
善
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

す
れ
ば
、
一
三
九
四
年
の
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
記
事
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
朝
鮮
に
亡
命
中
の
承
察
度
が
明
に
朝

貢
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
で
は
山
南
王
子

0

0

と
な
っ
て
お
り
、『
明
実
録
』
で

は
山
南
王0

と
な
っ
て
い
る
点
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
明
実
録
』
の
底
本
史
料
（
遼

寧
省
档
案
館
史
料
）
で
は
浦
添
の
「
察
度
」
が
「
査
都
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
読
み
は

「
サ
ト
ゥ
」
で
あ
り
、「
里
（
里
主
）」（
貴
族
の
領
主
）
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
の
普
通
名
詞
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
孫
、

二
〇
〇
五
）
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
地
位
名
と
考
え
れ
ば
、
山
南
王
・
承
察
度
、
山
南
王
子
・
承
察
度
が
同
時
に
存

在
し
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
（
吉
成
・
福
、
二
〇
〇
六
）。

「
承
察
度
」「
温
沙
道
」
な
ど
の
王
名
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
普
通
名
詞
で
あ
る
「
サ
ト
」
に
、
そ
れ
を
形
容
す

る
漢
字
を
付
し
た
名
称
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る◉

55

。

ま
た
、
孫
薇
は
普
通
名
詞
「
サ
ト
」
の
意
味
を
「
里
主
」
の
下
略
の
「
里
」
と
解
釈
す
る
。
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、「
承
察
度
」
を
「
大
里
」
の
当
て
字
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、「
承
」
を
「
大う
ふ

」

と
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
サ
ト
」
と
い
う
音
は
、
高
麗
時
代
、
朝
鮮
王
朝
時
代
に
存
在
し
た
地
方
官
で
領
主
を
意
味
す
る
「
使
道

（
サ
ト
）」
と
同
じ
で
あ
る◉

55

。
も
し
、「
察
度
」「
沙
道
」
が
「
使
道
」
に
由
来
す
る
な
ら
ば
、
亡
命
者
、
亡
命
者
の
送

還
を
要
求
す
る
王
な
ど
の
名
称
が
、
す
べ
て
「
サ
ト
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る◉

55

。

こ
れ
ら
の
「
サ
ト
」
た
ち
は
、
高
麗
時
代
に
反
政
府
勢
力
と
し
て
沖
縄
島
に
渡
来
し
た
「
使
道
」、
あ
る
い
は
「
使

道
」
と
い
う
地
位
名
称
を
知
っ
て
い
る
人
び
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
ら
の
名
前
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
高
麗
時
代
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を
考
え
れ
ば
、
新
羅
の
首
都
「
ソ
ラ
ボ
ル
」
に
由
来
す
る
。

ま
た
、
十
二
世
紀
に
成
立
し
た
『
三
国
史
記
』「
雑
志
第
一
」
に
、
新
羅
の
第
二
代
南
解
王
の
時
に
「
始
立
始
祖

赫
居
世
廟
。
四
時
祭
之
。
以
親
妹
阿
老
主
祭
」
と
す
る
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
妹
を
し
て
宗
廟
の
巫
女
に
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
大
林
太
良
が
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
卑
弥
呼
と
男
弟
の
関
係
よ
り
も
琉
球
王
国
の
聞
得
大

君
と
王
の
関
係
に
近
い
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
は
（
大
林
、
一
九
七
七
ａ
）、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
新
羅
の
時
代

に
、
そ
の
習
俗
が
流
入
し
た
な
ど
と
い
う
の
で
は
な
く
、
聞
得
大
君
と
国
王
の
関
係
の
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
も

十
分
に
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
察
度
王
に
次
い
で
即
位
す
る
武
寧
王
の
名
前
は
、
現
在
の
佐
賀
県
の
加か

唐か
ら

島
で
生
ま
れ
た
と
さ

れ
る
百
済
第
二
十
五
代
の
王
と
同
名
で
あ
る
。

ま
た
、「
三
山
時
代
」
の
描
写
に
お
い
て
、
中
山
は
主
権
性
・
神
聖
性
（
第
一
機
能
）、
山
北
は
戦
士
性
・
力
強
さ

（
第
二
機
能
）、
山
南
は
豊
穣
性
・
生
産
性
（
第
三
機
能
）
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
神
話

体
系
（
三
機
能
体
系
）
を
枠
組
み
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
山
時
代
の
伝
説
化
の
過
程
で
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来

し
た
人
び
と
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
林
太
良
の
議
論
（
大
林
、
一
九
八
三
）
を
引
用
し

つ
つ
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
て
述
べ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
（
吉
成
・
福
、
二
〇
〇
六
／
吉
成
、
二
〇
一
一
）。
高
麗

時
代
の
『
三
国
史
記
』
に
お
い
て
、
新
羅
の
初
代
の
三
王
に
三
機
能
が
割
り
振
ら
れ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

の
想
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
万
国
津
梁
鐘
」
の
銘
文
の
問
題
も
あ
る
。
こ
の
鐘
は
尚
泰
久
王
の
治
世
下
の
一
四
五
八
年
に
首
里
城
の

沖
縄
諸
島
南
部
の
東
海
の
洋
上
に
、「
神
の
島
」
と
呼
ば
れ
、
琉
球
王
府
に
よ
っ
て
重
要
な
聖
地
の
う
ち
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
き
た
久
高
島
が
あ
る
が
、
そ
の
久
高
島
で
祭
り
の
時
に
謡
わ
れ
る
神
歌
（
テ
ィ
ル
ル
）
の
中
に
、
次
の

よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

そ
う
る
か
ら
く
た
り
た
る
世よ

な直
わ
し
の
赤
椀

そ
う
る
か
ら
く
た
り
た
る
世よ

な直
わ
し
の
黒
椀

外
間
守
善
は
、
こ
の
歌
の
「
そ
う
る
」
に
つ
い
て
、
琉
球
で
は
短
母
音
o
は
な
く
、
ま
し
て
二
重
母
音
の
発
音
は

非
常
に
苦
し
い
は
ず
だ
が
、
久
高
島
の
人
た
ち
は
、
は
っ
き
り
と
ソ
ウ
ル
と
発
音
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
赤

椀
、
黒
椀
と
は
、
祭
り
の
時
に
神
酒
を
入
れ
た
り
、
ご
飯
を
盛
っ
た
り
し
て
神
様
に
捧
げ
る
聖
な
る
器
の
こ
と
で
、

八
重
山
で
も
宮
古
で
も
、
ど
の
島
に
お
い
て
も
必
ず
用
い
て
い
る
が
、
久
高
島
で
は
、
明
ら
か
に
赤
椀
、
黒
椀
の
こ

と
を
「
ソ
ウ
ル
か
ら
下
っ
て
き
た
世
直
し
の
赤
椀
（
黒
碗
）」
と
言
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
従
来
は
、

朝
鮮
半
島
と
琉
球
の
間
の
文
化
の
伝
播
は
非
常
に
弱
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
歌
か
ら
は
っ
き
り
わ
か

る
よ
う
に
、
両
地
方
間
の
交
流
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
も
注
目
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
外
間
、

一
九
八
二
）。
交
流
を
示
す
事
実
が
、
琉
球
国
の
聖
地
で
あ
っ
た
久
高
島
の
神
歌
の
中
に
出
て
く
る
こ
と
に
は
注
意

し
て
よ
い
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
ソ
ウ
ル
の
位
置
に
首
都
を
置
い
た
の
は
朝
鮮
王
朝
を
樹
立
し
た
李
成
桂
で
あ
り
、

当
初
か
ら
「
み
や
こ
」
を
意
味
す
る
ソ
ウ
ル
と
呼
ば
れ
（
漢
字
表
記
で
は
「
漢
城
〔
ハ
ン
ソ
ン
〕」）、
音
の
起
源
だ
け
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二
　
並
立
す
る
山
南
の
朝
貢
主
体

三
山
時
代
の
中
山
と
山
南
の
関
係
に
つ
い
て
、
王
名
（
察
度
と
承
察
度
）
が
と
も
に
察
度
（
サ
ト
）
と
い
う
普
通

名
詞
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
中
山
と
山
南
は
同
一
船
で
朝
貢
し
、
同
一
の
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
中
山
王
・
察
度
が
、
山
南
王
子
・
承
察
度
の
送
還
を
朝
鮮
に
求
め
て
い
る
記
事
が
あ
る
こ
と

（
一
三
九
四
年
）、
明
の
洪
武
帝
崩
御
・
永
楽
帝
即
位
の
白
詔
紅
詔
を
中
山
に
発
し
、
山
南
王
一
列
に
開
読
す
る
こ
と

を
令
達
し
た
こ
と
な
ど
の
点
か
ら
、
中
山
と
山
南
は
敵
対
関
係
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
同
一
の
社
会
的

基
盤
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
吉
成
、
二
〇
一
一
）。

し
か
し
、
山
南
の
内
部
を
仔
細
に
み
れ
ば
、
明
に
朝
貢
し
た
勢
力
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
系
統
が
あ
り
、
山

南
に
お
け
る
勢
力
間
の
対
立
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
承
察
度
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
王
名
に
「
サ
ト
」
を
持
つ
王
と
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
英
祖
王
統
ゆ

か
り
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
汪
英
紫
氏
、
汪
応
祖
の
間
の
対
立
で
あ
る
。

ま
ず
、
山
南
で
は
山
南
王
・
承
察
度
に
追
随
し
て
山
南
王
叔
・
汪
英
紫
氏
が
朝
貢
に
参
入
す
る
。
同
時
期
に
山
南

か
ら
二
人
の
朝
貢
主
体
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

『
明
実
録
』
に
よ
る
と
、
承
察
度
は
一
三
八
〇
年
十
月
〜
一
三
九
六
年
四
月
ま
で
、
合
計
七
回
の
朝
貢
（
元
旦
の

慶
賀
使
な
ど
を
含
む
）
を
行
っ
て
お
り
、
汪
英
紫
氏
は
一
三
八
八
年
一
月
〜
一
三
九
七
年
二
月
ま
で
合
計
六
回
の
朝

正
殿
に
掛
着
し
た
と
さ
れ
、
銘
文
は
相
国
寺
の
渓
隠
和
尚
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

「
琉
球
国
者
南
海
勝
地
而　

鍾
三
韓
之
秀
以
大
明
為　

輔
車
以
日
域
為
唇
歯
在　

此
ニ
中
間
湧
出
之
蓬
萊
」
で
始

ま
る
銘
文
だ
が
、
な
ぜ
琉
球
国
は
「
朝
鮮
（
三
韓
）
の
秀
れ
た
も
の
を
鍾
め
」
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
（
吉
成
・
福
、
二
〇
〇
六
）。
ま
た
、
三
韓
が
明
や
日
本
よ
り
も
先
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
琉
球
国
が
南0

海0

の
勝
地
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
な
の
で
あ
る
。

十
五
世
紀
代
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
人
の
移
住
の
問
題
で
考
え
た
い
の
は
、
久
米
村
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
は
、
一
四
五
六
年
に
久
米
島
に
漂
着
し
、
そ
の
後
、
那
覇
で
四
年
ほ
ど
滞
在
し
た
朝
鮮
の

船
軍
、
梁
成
の
見
聞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

貢
船
に
乗
っ
て
琉
球
国
に
到
り
、
水
辺
の
公
館
（
天
使
館
）
に
住
し
た
。
そ
の
館
は
王
都
か
ら
五
里
余
り
離
れ
た

地
に
あ
る
。
館
の
傍
ら
に
は
土
城
が
あ
り
、
百
余
家
が
あ
る
。
皆
、
我
が
国
（
朝
鮮
）
及
び
中
原
（
中
国
人
）
が
こ

こ
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
。

土
の
城
壁
で
囲
ま
れ
た
場
所
と
は
久
米
村
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
朝
鮮
と
中
国
の
人
、
百
余
家
が
暮
ら
し

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
久
米
村
に
朝
鮮
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
る
と
す
る
史
料
を
探
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
琉
球
と
朝
鮮
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
十
分
に
検
討
す
べ
き
史
料
で
あ
る◉

66

。
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貢
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
貢
の
時
期
は
遅
れ
る
が
、
汪
英
紫
氏
が
対
明
関
係
に
お
い
て
承
察
度
と
力
が
拮
抗

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
朝
貢
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
汪
応
祖
は
は
じ
め
山
南
王
弟
を
名
乗
る
が
、

そ
れ
は
承
察
度
が
存
命
中
で
あ
っ
た
か
、
死
亡
後
で
あ
っ
て
も
王
と
名
乗
れ
な
い
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
経
過
を
み
る
と
、
汪
英
紫
氏
と
汪
応
祖
は
承
察
度
と
敵
対
す
る
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
汪
応
祖
は
汪
英

紫
氏
の
後
継
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
承
察
度
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
山
南
王
叔

0

0

（
汪
英
紫
氏
）
と
山

南
王
弟

0

0

（
汪
応
祖
）
が
、
前
後
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
も
に
王
名
が
「
汪
│
│
」
で
あ
る
こ
と
に
も
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
と
も
に
渡
来
者
の
系
譜
を
引
く
も
の
の
、
英
祖
王
統
は
よ
り
在
地
的
な
人
び

と
で
あ
り
、
察
度
王
統
は
新
参
の
勢
力
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

承
察
度
が
一
三
九
六
年
を
最
後
に
朝
貢
の
記
録
か
ら
消
え
る
こ
と
は
、『
世
譜
』
で
中
山
王
・
察
度
が
一
三
九
五

年
十
一
月
に
薨
去
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
と
符
合
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
へ
の
朝
貢
使
な
ど
の
中
に

「
察
都
」（「
│
察
都
」
を
含
む
）
の
名
を
持
つ
人
物
の
存
在
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
こ
の
頃
を
境
に
し
て
、
察
度
、

承
察
度
、
温
沙
道
な
ど
「
サ
ト
」
の
名
前
を
持
つ
王
た
ち
は
一
斉
に
歴
史
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

汪
応
祖
の
次
に
山
南
王
に
な
る
他た

魯る

毎み

に
関
し
て
は
、
汪
応
祖
の
兄
の
達た

ぶ

ち
勃
期
が
弟
王
を
殺
害
し
た
が
、
諸
按
司

が
達
勃
期
を
倒
し
、
世
子
で
あ
る
他
魯
毎
を
次
の
山
南
王
に
し
た
と
す
る
（『
明
実
録
』）。
田
名
真
之
は
、
こ
れ
は

達
勃
期
で
は
な
く
、
他
魯
毎
に
よ
る
王
位
簒
奪
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
田
名
、
二
〇
〇
四
）。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
汪
応
祖
は
王
位
を
簒
奪
さ
れ
、
名
前
か
ら
見
る
限
り
、
英
祖
王
統
ゆ
か
り
の
最
後
の
王
に
な
る
の

貢
を
行
っ
て
い
る
。
回
数
で
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、
汪
英
紫
氏
の
朝
貢
時
期
が
遅
れ
て
始
ま
る
と
い
う
違
い
が
み
ら

れ
る
だ
け
で
あ
る
。

明
の
洪
武
帝
は
一
三
八
三
年
と
一
三
八
五
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
山
南
に
対
し
て
印
鑑
を
下
賜
し
て
お
り
、
山
南

王
と
と
も
に
山
南
王
叔
も
王
と
し
て
認
知
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
承
察
度
と
汪
英

紫
氏
と
い
う
朝
貢
主
体
が
並
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
察
度
系
統

0

0

の
王
と
英
祖
系
統

0

0

の
王
叔
（
王
と
は

名
乗
れ
な
か
っ
た
）
が
対
立
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
対
立
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
二
人

に
対
し
て
洪
武
帝
は
別
々
に
印
鑑
を
下
賜
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
汪
応
祖
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

『
明
実
録
』
に
お
け
る
冊
封
記
事
を
見
る
と
、
一
四
〇
三
年
三
月
に
山
南
王
弟

0

0

と
し
て
汪
応
祖
の
朝
貢
記
事
が
あ

り
、
そ
の
翌
年
に
汪
応
祖
の
冊
封
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
汪
応
祖
は
承
察
度
の
「
従
弟
」
で
あ
る
が
、
承
察
度
に

は
子
ど
も
が
な
か
っ
た
た
め
、
前
王
の
承
察
度
に
よ
っ
て
後
継
者
に
指
名
さ
れ
、
国
民
を
よ
く
治
め
て
い
る
と
い
う

内
容
で
あ
る
。

こ
う
し
た
汪
応
祖
の
「
自
己
申
告
」
に
よ
る
記
事
が
『
明
実
録
』
に
残
さ
れ
る
の
は
、
明
に
対
し
て
、
あ
え
て
汪

応
祖
が
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
和
田
、
二
〇
〇
六
）。
つ
ま

り
、
承
察
度
と
汪
応
祖
と
の
間
に
は
王
位
継
承
上
の
断
絶
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
汪
応
祖
は
、
結
局
、
王
弟
と
し
て

の
朝
貢
一
回
（
一
四
〇
三
年
三
月
）
を
含
め
て
、一
四
一
三
年
八
月
ま
で
合
計
で
十
二
回
の
朝
貢
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

汪
英
紫
氏
は
山
南
王
・
承
察
度
が
す
で
に
朝
貢
を
始
め
て
お
り
、
そ
こ
に
割
り
込
む
た
め
に
王
叔
を
名
乗
っ
て
朝
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「
ア
ン
ジ
」「
ア
ヂ
」
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
（
吉
成
・
福
、
二
〇
〇
六
）。
と
す
れ
ば
、「
按
司
」

に
相
当
す
る
名
称
の
史
料
上
の
初
出
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

孫
薇
は
、
こ
の
固
有
名
詞
が
の
ち
に
広
く
「
按
司
」
と
い
う
普
通
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
（
孫
、
二
〇
一
六
）。
按
司
と
は
最
初
か
ら
地
位
を
表
す
普
通
名
詞
で
は
な
く
、
固
有
名
詞

で
あ
っ
た
も
の
が
普
通
名
詞
に
な
り
、
沖
縄
諸
島
全
体
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

孫
薇
が
山
北
王
の
ひ
と
り
の
王
の
名
前
の
一
部
が
、
そ
の
後
の
「
按
司
」
と
い
う
言
葉
の
起
源
に
な
っ
た
と
考
え

る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

従
来
、
琉
球
で
は
じ
め
て
冊
封
さ
れ
た
の
は
、
中
山
王
・
武
寧
、
山
南
王
・
汪
応
祖
の
一
四
〇
四
年
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
き
た
が
、
蔡
温
『
世
譜
』
に
は
、
洪
武
二
十
九
年
（
一
三
九
六
）
に
「
山
北
王
珉
薨
其
子
攀
安
知
立
受

封
」（
山
北
王
で
あ
る
珉
が
死
亡
し
、
そ
の
子
ど
も
で
あ
る
攀
安
知
が
立
ち
、
皇
帝
に
よ
る
冊
封
を
受
け
た
）
と
あ
り
、
琉

球
で
最
も
早
く
冊
封
を
受
け
た
の
は
山
北
王
の
攀
安
知
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。
冊
封
使
来
琉
の

記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
詔
書
下
賜
の
形
式
が
取
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
す
る
（
孫
、
二
〇
一
六
）。『
球
陽
』
に
も
攀

安
知
の
冊
封
に
関
す
る
同
じ
内
容
の
記
事
が
あ
る
。

孫
は
、
こ
の
点
か
ら
山
北
は
「
王
権
発
祥
の
地
」
で
あ
り
、
は
じ
め
て
冊
封
を
受
け
た
攀
安
知
の
名
前
の
一
部
で

あ
る
「
按
司
」
と
い
う
言
葉
が
普
通
名
詞
と
し
て
山
北
か
ら
沖
縄
島
へ
と
広
が
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

攀
安
知
は
、
一
三
九
六
年
一
月
か
ら
合
計
十
回
の
朝
貢
を
し
て
い
る
が
、
う
ち
五
回
が
洪
武
帝
、
五
回
が
永
楽
帝

に
対
し
て
で
あ
る
。
永
楽
帝
に
対
し
て
は
、
一
四
〇
三
年
一
月
に
は
じ
め
て
朝
貢
し
、
こ
の
時
に
使
者
は
、
国
俗
を

で
あ
る
。

な
お
、
他
魯
毎
の
読
み
は
「
タ
ル
ミ
」
で
あ
ろ
う
が
、「
ミ
」
は
「
思
い
（
ム
イ
）」
か
ら
変
化
し
た
敬
称
接
尾
辞

で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
太
郎
様
」
の
意
と
な
る
。

十
四
世
紀
後
半
の
明
へ
の
朝
貢
主
体
と
し
て
中
山
王
・
察
度
、
山
南
王
・
承
察
度
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
ふ

た
り
は
対
抗
す
る
勢
力
で
は
な
く
、
一
三
九
八
年
に
朝
鮮
に
寓
居
し
、
後
に
朝
鮮
で
客
死
す
る
温
沙
道
と
と
も
に
同

一
の
勢
力
を
構
成
す
る
有
力
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
必
ず
し
も
中
山
と
山
南
は
敵
対
的
な
関
係
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。

ま
た
、
山
南
の
地
を
拠
点
に
前
後
し
て
朝
貢
主
体
と
な
る
王
叔
・
汪
英
紫
氏
、
王
弟
（
の
ち
に
山
南
王
）・
汪
応
祖

も
ま
た
同
一
の
勢
力
の
有
力
者
で
あ
り
、
対
抗
す
る
山
南
王
・
承
察
度
と
並
び
立
つ
よ
う
に
朝
貢
主
体
に
な
っ
た
。

中
山
王
・
察
度
と
山
南
王
・
承
察
度
は
敵
対
的
関
係
に
は
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
と
山
南
王
叔
・
汪
英
紫
氏
、
山
南
王

弟
（
山
南
王
）・
汪
応
祖
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
点
で
は
中
山
と
山
南
の
対
立
、
山
南
内
部
に

お
け
る
対
立
と
い
う
図
式
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
単
純
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
按
司
と
い
う
名
称

「
三
山
時
代
」
の
山
北
か
ら
明
に
朝
貢
し
た
王
は
、
帕は

尼に

芝じ

、
珉み
ん

、
攀は
ん

安あ
ん

知ち

の
三
人
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
攀
安
知
の
読
み
は
「
ハ
ン
ア
ン
チ
」
で
あ
ろ
う
が
、
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「
安
知
」
が
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え
れ
ば
、
早
く
か
ら
明
に
厚
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
北
山
が
王
権
の
起
源
で
あ
り
、
攀
安
知
の
「
安
知
」
が

後
の
「
按
司
」
の
語
源
で
あ
る
と
い
う
孫
の
考
え
は
、
そ
の
点
で
十
分
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
結
果
的
に
そ
う
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
山
北
は
中
山
や
山
南
に
比
べ
、
明
に
対
し
て
従
順
と
は
言
え
な
か
っ
た

こ
と
が
、
逆
に
明
か
ら
の
懐
柔
策
と
し
て
の
厚
遇

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
原
因
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三
山
時
代
と
は
、
従
来
、
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
三
つ
の
地
域
で
王
が
分
立
し
た
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
時
代

で
は
な
い
。
三
つ
の
地
域
に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
に
も
意
味
は
な
い
。
朝
貢
主
体
を
仕
立
て
る
た
め
の
便
宜
的
な

名
称
で
あ
る
。
中
山
と
山
南
に
は
同
一
勢
力
の
王
が
存
在
し
た
時
期
も
あ
り
、
ま
た
山
南
に
異
な
る
系
統
の
王
が
並

立
し
た
時
期
も
あ
る
。
山
北
は
中
山
、
山
南
と
は
異
質
な
勢
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
と
は

異
な
り
、
明
に
よ
っ
て
冊
封
さ
れ
た
は
じ
め
て
の
王
が
存
在
し
た
。

そ
も
そ
も
「
三
山
」
時
代
と
は
い
え
、
こ
の
時
代
に
王
と
称
す
る
人
び
と
は
、
沖
縄
島
を
三
つ
の
地
域
に
区
分
し

た
地
図
に
表
現
で
き
る
よ
う
な
面
的
な
領
域
を
掌
握
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
拠
点
的
な
地
域
、
あ
る
い
は
彼
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
掌
握
し
た
有
力
者
を
指
す
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
が
朝
貢
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
業
務
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
の
は
久
米
村
の
人

び
と
で
あ
っ
た
。
中
山
を
中
心
に
し
て
、
山
南
や
山
北
の
勢
力
が
共
同
で
朝
貢
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
そ
の
た
め

で
あ
る
。
倭
寇
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
の
役
割
を
沖
縄
島
が
担
い
、
そ
の
利
害
関
係
の
調
整
を
久
米
村
が
行
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

変
え
る
た
め
に
冠
帯
と
衣
服
を
下
賜
す
る
よ
う
に
と
の
要
求
を
伝
え
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て
永
楽
帝
は
礼
部
に
命
じ

て
、
国
王
と
臣
下
に
冠
服
を
下
賜
し
た
。
永
楽
帝
と
の
付
き
合
い
に
お
い
て
攀
安
知
は
積
極
的
で
あ
り
、
こ
の
冠
服

の
下
賜
は
、
永
楽
帝
か
ら
琉
球
に
使
者
が
派
遣
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
下
賜
や
冊
封
が
行
わ
れ
る
以
前
の
出
来
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
一
四
〇
三
年
三
月
、
一
四
〇
五
年
四
月
に
は
朝
貢
、
一
四
〇
五
年
十
二
月
に
は
朝
貢
と
一
四
〇
六
年
の
元

旦
の
た
め
の
使
者
を
送
っ
た
。
最
後
に
な
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど
経
っ
た
一
四
一
五
年
四
月
で
あ
り
、
攀
安

知
の
使
者
は
中
山
王
・
思
紹
の
使
者
と
と
も
に
馬
と
方
物
を
貢
い
だ
。

な
お
、
最
後
の
朝
貢
は
中
山
王
・
思
紹
の
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
山
北
は
実
際
に
は
一
四
〇
六
年
に
は
滅
亡
し
て

い
た
と
い
う
の
が
孫
の
考
え
で
あ
る
。
そ
の
裏
づ
け
に
な
る
の
は
、
蔡
温
『
世
譜
』
が
、
北
山
の
歴
代
の
四
王
（
今

帰
仁
、
帕
尼
芝
、
珉
、
攀
安
知
）
の
在
位
期
間
を
延
祐
年
間
（
一
三
一
四
〜
一
三
二
〇
年
）
か
ら
永
楽
四
年
（
一
四
〇

六
）
ま
で
と
し
て
お
り
、
攀
安
知
が
一
四
〇
六
年
で
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
孫
、
二

〇
一
六
）。

ま
た
、
中
山
王
・
武
寧
が
中
山
王
と
し
て
中
国
の
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
一
四
〇
五
年
で
あ
る
が
、
一
四
〇
六

年
に
使
者
を
送
っ
た
記
事
を
最
後
に
記
録
か
ら
消
え
る
。
そ
の
後
、
思
紹
が
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
、
一
四
〇
七
年
、

「
琉
球
国
中
山
王
（
武
寧
）
世
子
思
紹
」
と
し
て
中
国
の
記
録
に
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
思
紹
が
武
寧
を
滅
ぼ
し
た
た

め
で
あ
る
。
山
北
の
攀
安
知
が
滅
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
時
期
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

山
北
王
の
明
へ
の
朝
貢
は
最
も
遅
く
、
明
か
ら
朝
貢
船
の
下
賜
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
官
生
も
山
北
だ
け

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
中
山
、
山
南
に
隠
れ
て
影
が
薄
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孫
の
指
摘
を
踏
ま


